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（異常） ２４ 腹水症 

肉 

眼 

所 

見 

 
・腹部は著しく膨満して波動感がみられ、腹部の皮膚は透明感のある色調となっている。 
・黄色透明あるいは血様色の腹水は肝腹膜嚢に貯留し、ときにゼラチン様物を混じている。 
・肝被膜が混濁、肥厚し、しばしば被膜面が凹凸する。ときに肝臓のうっ血、萎縮、硬化

を伴っている。 
・内臓と同時に気管や食道が摘出されるとたいでは、胸部前方の皮下組織に肝腹膜嚢に貯

留した腹水が漏出している。 
・大腸菌症を伴う腹水症も多く認められる。 
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廃棄等の 

措置の根拠  別表第１０（全部廃棄） 

 

 

腹部は著しく膨満しており、波動感が

みられる。 
胸部前方の皮下組織（矢印）に肝腹膜

嚢の腹水が漏出している。 
肝被膜は肥厚し、被膜面が凹凸してい

る。腹水は黄色化し増量している。 

 

肝被膜の肥厚、被膜面の凹凸、肝腹膜

嚢の一部（矢頭）に褐色液が貯留、右

心室は高度に拡張している。 

肝臓のうっ血、腫大、被膜の肥厚、被

膜面の凹凸及び右心室の拡張が観察

される。 

肝被膜の漿膜下組織は肥厚し、漿液線

維素性滲出物を伴い線維芽細胞及び膠

原線維が増生している。 
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